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技能教育高度化のための
共創的技能学習プラットフォームの構築

R2年度デジタルを活用した大学・高専教育高度化プラン，取組②，文部科学省

• 技能教育：本事業では，技能実習（ものづくり系の実験・実習な
ど）を経てエンジニアリング、プロダクトデザイン、および産業
技術分野などで活躍する人材を育成する教育を指す

• 技能学習の特徴：知識と共に身体を用いたスキルの習得，精神運
動的能力（タキソノミー）で評価され、反復練習を必須とする

• 学習プラットフォーム：技能のオープン化を目指す ⇒ 技能伝承の
効率化と技能創造の場と機会を与える



技能教育高度化のための実施体制と対象層
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• 実施体制：高専（連携校、同一法人）と小松大学（連携協力校、現在拡大）、外部連携機関から成る。
• 評価：共創的技能学習プラットフォームを基盤として、各校および外部連携機関が相互に関わる。
• 共創的技能学習プラットフォーム：各校の技能DXのコンテンツ、その相互参照を可能とする技能伝承コミ

ュニティを有する。このSNS的発信により、新たな技能の創出とその伝播の機能を有する。さらに、他の
教育機関からのアクセスを可能し、連携拡大を容易とする設計である。

プロダクトデザインなどの
発想支援という上流工程の
技能学習支援も追加

連携協力校の拡大：地域ものづく
り振興、産業活性化支援など



例：実験科目の学習項目と学習順序の問題

学習項目

学習順序
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スキルが無い学習者は，どこ
でスキルを習得する？

スキル習得は，時間を掛けた
反復練習が必要

スキルが無い学習者は，「動機づけ」（特に「自己効力感」）が与えられないと学習意欲が低下
⇒ 教育の質の低下



DXを活用した技能の学習過程のイメージ

4分散実習が可能，コロナ感染対策につながる

予習の充実
復習と振返りの充実：学習の定着と

指導法の改善



技能学習の評価（本質的問題）とその知見の蓄積
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改訂版タキソノミーと精神運動的領域（Simpson, 
Harrow）での評価を検討中

指導者、学習者の両者の教育サービス価値の向上、
サービス満足度の向上を目指す

これまで、学習者と指導者の動機づけ、顧客満足を考慮していなかった



DX化に基づく技能の伝播と創出のイメージ図
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共創的技能学習プラットフォームの機能（先導性と普及可能性が下記）
• DXされた各校の技能のコンテンツと経験値を蓄積し、各校からの相互参照を可能とする。
• これは，各技能伝承コミュニティ内で行い，さらに，各コミュニティでのSNS的相互参照
を可能とする。

• これにより、新たな技能の創出とその伝播が生じ，さらなる新たな技能の創出を図る。



教育の高度化、感染予防、取組の継続性

教育の高度化
➢ 技能動作の精緻化：関節角度やタイミングを可視化することで、精緻な身体動作すなわち技能動作

の精緻化を図ることができ、かつ、学習者の認知と動作の不一致問題の解消につなげられる。

➢ 擬似感覚を伴う仮想練習：擬似感覚を与える工夫により、仮想であっても感覚運動協調の高水準を
確保した十分な予習と反復練習を行える。

➢ 指導力の効率化と向上：指導者の知見、学習者の悩みや間違いやすさなどを蓄積し、これを相互参
照することで、指導方法の悩みを軽減して指導力の効率化と向上を果たすことができる。

➢ 新技能の創出：共創的技能学習プラットフォームを通して、他のプラットフォームの技能の改善案
が他に伝播して、各プラットフォームの共創により新技能の創出が図れやすくなる。

➢ 現場ニーズの反映と波及性：外部連携機関との相互利用により、最新の社会現場ニーズを知り、技
能学習内容に反映がしやすくなる。さらに、ものづくり系分野以外の教育機関への波及も図る。

感染予防
➢ 遠隔の事前学習と反復練習：遠隔の事前学習であるレベルに達した学習者から現場の実習を行うた

め、現場の密集度を減らすことができる。さらに、反復練習も遠隔で行えるため、同様のことが講
じられる。

➢ オンライン質疑応答：技能に関する知識だけでなく、自身の動作の動画や写真をLMSやクラウドに
アップすることで、技能に関する質疑応答をオンラインで行いやすくできる。

取組の継続性
➢ プラットフォームの管理センター：産技大の高度専門職人材センター（既設）が本計画実施を引き

継ぎ、各校のコンテンツ更新、プラットフォーム相互参照（外部連携機関を含める）の運営管理を
担う。
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お問い合わせ先

東京都立産業技術大学院大学 管理部 管理課

【DX事業について】

OPI企画運営係

Mail : opi@aiit.ac.jp

TEL : 03-3472-7833

【取材のお申込みについて】

国際・企画係

Mail : info_kokusai@aiit.ac.jp

TEL : 03-3472-7840
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